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脳卒中は、わが国における要介護の原因疾患の第一

位である。超高齢社会を迎えたわが国において、脳卒

中発症予防と後遺症軽減は大きな社会的課題である。

脳卒中発症予防には、若年からの適正な生活習慣と危

険因子コントロールが、脳卒中後遺症の軽減には、脳中

発症後早期からの治療介入が不可欠である。2005年

10月より、わが国においても脳梗塞超急性期患者に対

する遺伝子組み換え組織プラスミノゲンアクチベーター

（recombinant tissue plasminogen activator; rt-

PA）静注療法の国内承認がなされた。わが国でのrt-PA

静注療法開始は3.0時間から4.5時間以内と延長された

が、発症後の血行再開療法は”much sooner is much 

better”と言われ、可能な限り発症早期の病院到着が望

まれる。発症後の病院受診までの遅れを最小限にするに

は、「脳卒中発症に気づくこと」、「脳卒中発症後の対処」

が極めて重要なポイントである。

我々は平成22年度より、国立循環器病研究センター

内の研究費（循環器病研究開発費、主任研究者　峰松

一夫）により、中学生を対象とした脳卒中啓発活動を開

始した。中学生を対象とする目的は、若年からの生活

習慣を是正することによって，脳卒中の発症予防が図

れること、さらには、両親や祖父母が脳卒中になった際、

bystanderとして適切な対処を可能とさせ，家族に対す

る脳卒中知識の間接的な啓発も期待されるからである。

脳卒中啓発活動の実際は、医師による脳卒中危険因

子およびFASTメッセージを伝える「脳卒中教室」（45分

間授業）と脳卒中啓発教材の配布を行った。FASTメッ

セージとは、F=face（顔）、A=arm（腕）、S=speech（言

葉）、T=time（時間）の「F」「A」「S」で表される3つの徴候

のうち1つでもあれば脳卒中の可能性は72％であり、こう

した症候が出現したらすぐに時間「T」を確認して救急

要請を行わねばならないというものである（Kothari RU, 

第11回「湖医会賞」を受賞して

国立循環器病研究センター　脳血管内科医長

横田　千晶（医8期生）

（図1） （図2）

小中学生への脳卒中啓発の試み
ACT FAST！
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et al, Ann Emerg Med 1999;373-378）。脳卒中啓発

教材としては、京都精華大学マンガ学科との共同開発

によりFASTメッセージが示されたマンガ小冊子、DVD

　（図1）、ポスター、メモ帳、ボールペン、クリアファイル、

マグネット（図2）などを作成した。中学生に対するこうし

た脳卒中啓発活動により、介入直後、介入3ヶ月後も、

生徒のみならずその保護者にFASTメッセージが保持さ

れていた（天野達雄、横田千晶、他、脳卒中の外科39：

204-210.2011）。しかしながら、医師による啓発活動の

みでは全国に広めるには限界がある。そこで我々は、学

校の先生に脳卒中啓発授業を行い、学校の先生から生

徒に脳卒中啓発を拡げる試みを行った。その結果、学

校の先生による脳卒中啓発授業は、医師が行ったのと

同様に、生徒にFASTメッセージを伝えられことが検証さ

れた。（Miyashita F, Yokota C, et al. International 

Stroke Conference 2012, New Orleans, USA, Feb 

1-3,2012）更に、公立中学校1校を対象として、我々が作

成した脳卒中啓発DVDやマンガを配布のみでも、FAST

の啓発効果が得られることを確認した。これらの結果を受

けて、本年9月〜脳卒中啓発マンガ冊子、DVDを吹田の

全公立中学校に配布し、脳卒中啓発効果を検証すること

になった。また、厚生労働科学研究費「慢性期ハイリスク

者・脳卒中および心疾患患者に適切な早期受診を促す

ための地域啓発研究」（主任研究者：宮本恵宏）、脳卒中

協会との共同研究で、栃木県（脳卒中死亡全国1位）の

特定の地域の全公立中学校にも同様に啓発教材を配布

し、啓発効果を検証する予定である。

現在、脳卒中啓発教材（DVD,マンガ）の小学校版の

作成と小学校への啓発介入にも着手した。

この度は第11回湖医会賞を授与いただき、身に余る

光栄と心より感謝致しております。

御推薦頂いた、堀出直樹先生、大村寧先生また選考

委員の諸先生方には心より御礼を申し上げます。

表題の「医療の民主化」は、私が現在働いている佐

久総合病院の故若月俊一名誉総長の言葉です。若月

先生はこの地で「医療の民主化」を実現するために昭

和20年から約60年間活動をされました。若月先生は農

村医学を確立し日本農村医学会を設立、日本全国に

先駆けて予防のための集団健康検診を開始等の業績

でアジアのノーベル賞と言われるマグサイサイ賞を受賞

されました。しかし、その先生が退職の時に言われたの

は「私はこの地の医療の民主化を2割か3割しか実現で

きなかった。」というものでした。若月先生をして2割か3

割と言うことはそれ以上にするのは困難であることを自

覚しつつも、若月先生がめざされた目標を少しでも進

めることが、佐久総合病院の使命だと考えるようになり

ました。そこで、おこがましくも私も自分が出来る範囲で

「医療の民主化」をめざそうと活動をしています。

私が行っているのは在宅医療です。そして、在宅医

療を通して「医療の民主化」のために「医療の定義」を

変える運動や「死生観の多様性」を認めてもらう運動を

行っています。訪問診療は基本的に月1回です。原疾

佐久総合病院　地域ケア科医長

北澤　彰浩（医12期生）

「医療の民主化」をめざして

訪問風景
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患は脳血管障害や認知症が多く最近はがんも増えてい
ます。いずれの方も予後は厳しい状況であり訪問診療は
単に臓器や疾患を診て病状を安定させるだけでは全く
意味がなく、その方の今までの人生を含めた人となりを理
解した文字通り「全人的」な関わりを求められます。そし
て、その方の最期の時をその方が望む形にしなければな
りません。そのためには、死ぬ前に自分の最期のことを考
え、家族に伝えることが出来る環境をつくらなければいけ
ません。最期の場所を病院と考える方の希望を叶えるの
は簡単ですが、自宅を考えておられる方の希望を叶える
のは困難です。というのは、在宅死を叶えるには終末期に
おける日本人の死生観が影響しているからです。日本で
は「死」を敗北と捉える考え方が大半を占めています。つ
まり、「死（敗北）」はどのような状況下においても極力避け
るべきであり、「一分でも一秒でも長生きする」事が大事
と考えています。そうすると、当然充分な医療処置の行え
る病院の方が在宅より「一分でも一秒でも長生きする」こ
とを叶えるので人は病院での最期を選びます。しかし、病
気になった時に本当に最期を病院で迎えたいと思うかは
私が関わった患者さんの経験からは決してそうではありま
せん。可能なら在宅でという方が多いのですが、「死」を敗
北と捉える状況下では家族が本人の希望より日本人の
大半を占める死生観に従っているように思えます。以上の
ことから私は、「死」を「敗北」と捉えるのではなく「人生の
集大成」と捉えるべきだと考えます。そして、ただ単に「一
分でも一秒でも長生きする」ことだけが重要ではなく、人
によっては「その人らしく最期まで生き、その結果その人ら
しい死（集大成）を迎える」ことがその人の最期にふさわし
い満足死になるという考え方があってもよいのではないで

しょうか？　そして、この考え方が日本の多くの方に死生観
のひとつとして受け入れられるようになればと考えます。
そのためには現在の「医療の定義」を変えないといけな

くなります。現在の医療の定義は広辞苑によると「医術で
病気をなおすこと」です。だからなおらない結果の死は敗
北なのです。つまり、新しい医療の定義を「人にその人らし
い人生を過ごしてもらうために医術で病気をなおすこと。
ただし、なおらない病気の時は最期までその人らしく生き
ていただくために寄り添い支えること。」と変えると、死は敗
北でなくなります。
「医療の民主化」とは「人がその人らしく生きるために身
体を自己管理し、周りの人はその人がその人らしく生きら
れるようにそれぞれの立場で見守り寄り添い支えること」
です。そのような世の中になって初めて人は「自分たちの
健康問題を自分たち自身で取り上げ、自分たち自身で
解決の道を探れるようになる」のではないでしょうか。
最後に、今回の受賞は職場と地域の多職種の仲間

と地域住民の皆様のおかげと感謝しております。そし
て、どんな時も私のことを支えて助けてくれた私の家族
にも心から感謝したいと思います。皆様、本当に有り難
うございました。

若月俊一先生と日本農村医学会（於軽井沢）にて
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3月9日に「湖医会」会長の代理で卒業式に出席させて
いただきました。教職員の皆様、ご来賓の皆様には、後輩を
立派に育ててくださいまして、まことにありがとうございます。
卒業生の皆さんは、この日をもって真の意味で「湖医会」
正会員になりましたので、自覚をもってこれからの道を歩ん
でいただきたいと思います。
さて、同窓会からのお願いが3つあります。1つめは、常に
心のどこかに滋賀医大の卒業生だという意識を持ち続け
て、真摯な気持ちで医学・医療の分野において仕事をして
ほしいということ、そして一般社会人として立派な人間に
なっていただきたいということです。とくに悪いことをしてマス
コミに載るようなことはしないでください。そのかわり、特別に
よいことをしたら湖医会賞で表彰します。2つめは、卒後同
期会にぜひ出席してほしいということです。私の経験では20
年同期会はとてもよかったです。
3つめは、会費をしっかり払い、また「湖医会」が案内する

募金や事業にご協力をお願いします。もちろん収入が少な
い時は無理しないでよいですが、お金をある程度稼げるよう

になりましたら、「湖医会」あるいは母校に還元してください。
次に、久しぶりに母校の卒業式に参列して感じたことを
書かせていただきます。まず、会場は多くの参列者がいらっ
しゃってびっくりしました。われわれのころは広い体育館に

卒業生と教職員だけというものでしたが、今は
卒業生の数が多いというだけでなく、ご家族の
ご参列が多く体育館は人でいっぱいでした。私
も卒業生の親の年代となりましたので参列した
い気持ちは理解できるのですが、昔とは考え方
が変わったのかなあと思いました。さらに驚いたこ
とは、女性の卒業生が多かったということです。
今は半数以上が女性で、振袖や袴姿の人も多
く、とても華やかな雰囲気でした。来賓の数も多
かったのでびっくりしました。数年前から卒業生

の一部が招待され来賓として参列することになったというこ
とで、今回は8期生が3人参列してくれました（参列ありがと
う）。次に会場が暖かくてびっくりしました。昔はとても寒い卒
業式でしたが、今回は暖房器具があちこちに置かれ、来賓
席にはお尻の下にホットパックが敷いてありましたので、むし
ろ暑いくらいでした。そして、さらに驚いたことは、日の丸が掲
げられていなかったことです。正面には国旗ではなく学旗が
掲げられていました。いろいろ議論はあると思いますが、少し
さびしい気持ちがしました。また、学長の握手を拒む学生も
いたのでびっくりしました。恥ずかしいとか手を出されたタイ
ミングが悪かったということもあるかと思いますが、卒業式の
学長の手の感触、つまり、強く握られた感触は、今でもしっか
りと私の記憶に残っています。
卒業式に参列するのは、われわれ古い卒業生にとっても

新鮮な気持ちになれるよい機会でした。卒業した頃の夢と
希望と意欲にあふれた自分がいたことを思い出し、医療職
をめざした初心を思い出しました。古い卒業生の皆さんも、
ぜひ卒業式に参加してみてください。

卒業式に参列して
「湖医会」副会長　中島　滋美（医2期生）
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退 任 教

在任中の
2000（平成12）年4月に前任の長崎大学から滋賀医科

大学に赴任しました。長崎大学の大学院修士課程立ち上
げと重なり転出に手間取りました。当時の学長小澤和惠先
生がわざわざ長崎大学まで出向いてくださり、両学長間の
交渉で1年間は併任、しかも最初の院生が終了するまでの
2年間は長崎大学の非常勤を勤めると言う条件で、長崎と
瀬田を往復する日々を送りました。
赴任と同時に当時の教育担当副学長挾間章忠先生か

ら、「医の倫理」を開講するようにとの指示がありました。「医
の倫理」の領域のうち、終末期医療に果たす宗教者（我が
国では特に仏教者）の役割に留意した講義を考えました。
緩和医療ではキリスト教系の「ホスピス」活動が知られてい
ますが、これに対応して仏教では「ビハーラ」と呼ばれる活
動が始動しています。このビハーラで活躍している僧侶長
倉伯博師を講師に招き、併せて全国からビハーラ活動を学
び実践している方々の講義参加を認め（宗派を越えた僧侶
を含む、毎年30人ほどが手弁当で参加）医学科4回生「医
の倫理III」（必修）を開講しました。同時にこの「医の倫理
III」と看護学科4回生「宗教学」（選択）、後には看護学科
院生「看護倫理」も併せての合同講義形式で実施し現在も
継続しています。このように、終末期の患者さんの全人的サ
ポートを目的に、若き医学生と宗教者とが同一の講義を受
講し、与えられた課題にそれぞれ異なる立場から意見を交
換して相互に学び合う講義は、恐らく全国の医学部でもユ
ニークなものではないでしょうか。これも挾間先生を始め歴
代の教育担当副学長（馬場忠雄現学長、服部隆則現副学
長）のご理解とご支援のお陰に他なりません。お礼申し上げ
ます。

瀬田では単身生活仲間の大久保岩男教授（生化学、現
名誉教授）や佐藤浩教授（生物学）などの諸先生と食事や
お酒を楽しみ、特に佐藤教授とは弥次喜多コンビで海外旅
行にも出かけました。また日頃の不摂生が祟り在任中に一
度だけ本学の病院に入院するハメになり、藤山教授や辻川
先生（現総合内科学講座教授；現在の外来担当は中野恭
幸先生）のお世話になりました。特に主治医の辻川先生に
無理にお願いし病室を抜け出して講義に出かけたことなど、
今となっては懐かしく思い出します。
在任中本人が気づかずにあれこれ失敗をしでかしてきた

と思われます。それにもかかわらず、教職員の方々や学生
諸君の暖かいサポートのお陰で、定年までの年月を居心地
良く過ごすことが出来ました。皆様方のご厚情に改めてお
礼申し上げます。
末筆になりましたが、国立の医科単科大学という特色を
生かし滋賀医科大学がますます発展いたしますようお祈り
申し上げます。

医療文化学講座（哲学）　早島　　理
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退 任 教 授

在任中の
思い出

滋賀医大に23年間お世話になりました。本学に呼んでい
ただくまでは愛知県心身障害者コロニー発達障害研究所
で18年間研究員をしていましたので，大学で教育ができる
のか不安でした。助教授（准教授）の10年間は毎日、前任
教授の土井田先生と昼食をご一緒して，教育のこと、大学
のこれまでの歴史、研究のことなどいろいろお話を聞かせて
いただきました。雑談の中で、教員としての多くの基礎的な
ことを教えていただきました。教員としての「不全感」は定年
まで続きましたが、なんとかやってこられたのはこの時に受
けた薫陶のお陰と思っております。
明快でない講義しかできなくて，学生の皆さんには申し訳

なく思ってきました。学生の中には専門的な勉強をしてきた
人も混じっていましたが、厳しい指摘はなく、逆にいろいろ配
慮していただきました。期末試験では、私が作った「模範答
案」より優れた答案を書く学生がいて、冷や汗をかきつつ、
その解答を参考にさせてもらったことが何度もありました。
赴任したころの新入生が、大学院生としてもどってきて学
内でばったり会って立ち話をしたときや、留学してもどって
本学の教員になった姿を見たときなど、教員というのはよい
職業だと思いました。入学時に講義を受け持った学生と大
学院で一緒に研究をすることなど赴任当時は思ってみませ
んでしたが、そんな経験ができたことも私にとっては印象深
く、とてもうれしいことでした。
滋賀医大で40代の前半から60代半ばまで、聡明な若い
人たちと一緒に過ごせたのは幸運でした。高校を出たての
若い人が医療人として立派に育っていく姿を見て、自分の
人生の最も大事な時期を滋賀医大で働かせていただいた
ことにとても感謝しています。

生命科学講座（生物学）　佐藤　　浩
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海外からの
メッセージ
海外からの
メッセージ

皆さん、こんにちは。15期生の伊藤史人です。滋賀医
大を卒業して15年以上、またアメリカ在住12年目とな
り、時の経つ早さに驚いています。この度、私のアメリカ
での仕事、生活に関して原稿を依頼されましたので、簡
単にここに記したいと思います。
私は大学卒業後、滋賀医科大学病院、京都第一赤
十字病院で外科研修を終え、滋賀医科大学大学院に
入学致しました。大学院在学中にミシガン大学に研究留
学する機会に恵まれ、2年半研究を致しました。その研
究留学中にアメリカでの外科レジデンシーにチャレンジ
することを決意、ECFMG certificateを取得し、幸運にも
シアトルのワシントン大学でのポジションを獲得すること
ができました。ミシガンでの研究任期終了後、外科レジ
デントとしての生活がスタートし、最初の2年間をワシント
ン大学病院、最後の3年間をウィスコンシン大学病院で
研修致しました。その後、ニューヨーク州バッファローの
ローズウェルパーク癌センターで外科腫瘍学のフェロー
シップを終えました。現在、私はミシガン大学外科にて、
2011年7月よりスタッフとして勤務しております。
ミシガン大学は1817年にデトロイトに創立されたア

メリカで最も歴史のある州立大学の一つで、20年後に
現在のアナーバーに移転されました。その後、発展を遂
げ、全米のみならず、様々な分野で世界的な評価を得
る研究機関型総合大学になっています。研究だけでな

同じ11万人を収容できる世界最大のアメリカンフット
ボールスタジアムを有し、カレッジフットボール、アイス
ホッケーをはじめとするスポーツが盛んです。ミシガン
大学医学部、大学病院はそれぞれUSニューズ& ワー
ルドレポートで10位（州立ではカリフォルニア大学サン
フランシスコ校に次いで2位）、14位にランキングされ、
医学教育、研究、臨床すべてにおいて全米トップクラス
の水準を長年にわたって維持しています。

5Ps for Success in    
Academic Surgery

Assistant Professor of Surgery
University of Michigan Health System 

伊藤　史人（医15期生）
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ミシガン大学外科の歴史は外科医であり解剖学者で
あったDr. Moses Gunnが教授として就任した1850年
に始まり、特に最近では下肢、骨盤内静脈に発生した血
栓を下大静脈で捕捉し、肺動脈塞栓症の再発を防止
する下大静脈フィルターを発明した、Dr. Greenfieldの
元でさらに飛躍的に発展し全米を代表する外科学講座
となりました。私もDr. Greenfieldには以前お会いしたこ

レジデントにとって欠かせない教科書となっています。
以前にポスドクとして勤務していた時とは異なり、現在

は外科のスタッフとして働いているのですが、スタッフと
いっても、日本と違ってこちらの契約は一年ごとの更新
で、tenure（終身在職権）が取れるまでは依然として不
安定な身分であり、極端に言えば来年どこで働いている
かもわからない状況です。医学部、各講座は高水準の
医学教育、研究、臨床を維持するために、スタッフに対し
様々なフィードバックを用意しており、論文執筆、学会発
表、グラント獲得数、手術件数を含む医師の業務量、診
療費、病院や医学部などの委員会などの参加、レジデン

ト、医学生からのシビアな評価などにより、毎年の年棒、
契約が左右されます。大学病院で教育、研究、臨床に
優れたAcademic Surgeonとして成功するのが難しい
ことは、ミシガン大学に限ったことではないようです。言う
までもなく、成功するための単純な秘訣はありませんが、
先日、講演に訪れた他大学外科学講座の主任教授は、
「私は現在までに多くの外科医を見てきたがAcademic 
Surgeonとして成功するには5P : Passion （情熱）、

 ecnetsisreP、）性画計（ nalP、）力努（ noitaripsreP
（粘り強さ）とPartner （恩師を含む仲間）の存在が特
に重要だ」と述べていました。アカデミックプレッシャーを
受け続けるストレスの多い毎日を送っていますが、そばに
いてくれる妻と子供達、日本で応援してくれる家族や仲
間、日本やアメリカでお世話になった恩師への感謝を胸
にこれからも頑張っていこうと思っております。
レジデント、フェローになるまでの過程は「外科診療に
見る医学留学へのパスポート」（日米医学医療交流財
団）に寄稿する機会に恵まれ、一冊を滋賀医科大学図
書館に寄贈させていただきました。もしご興味のある方は
参考にしていただければ幸いです。

Harborview Medical CenterのERにて
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鹿児島在住の滋賀医科大学卒業生が一同に集まり、糖
尿病内分泌･腎臓･神経内科（旧第3内科）の西尾善彦先
生が、鹿児島大学大学院糖尿病･内分泌内科学教授にご
就任されたお祝いをしてからもうすぐ1年になります。
教授ご就任後の多忙な日程のなか、先生にスケジュール

の調整をしていただき、8月4日18時から鹿児島市の城山
観光ホテルにて、2回目の鹿児島支部会を開催しました。
今回は、出席予定の先生方から事前に糖尿病に関する
疑問や質問を募集し、西尾教授にレクチャーしていただくと
いう形式で行いました。出席予定の先生方からは13項目の
糖尿病に関する質問を頂きました。西尾教授は、一つ一つ
の質問に丁寧に答えながら、糖尿病についての基本から最
新の話題まで、スライドの枚数が60枚近い、熱のこもった講
演をしてくださりました。私自身、糖尿病の講義を受けるの
は卒業以降初めての経験で、とても新鮮な気持で西尾教
授の講演を聴き入っていました。
講演終了後、隣に用意された懇親会場に移動して、医1

期生の田畑富士男先生の乾杯の音頭で飲食を共にしなが
らの歓談を始めました。楽しい時間というのはなぜか早く過
ぎてしまいます。21時30分過ぎに医7期生の河野史代先生
（旧姓米永先生）の一本締めで懇親会を終了しました。
懇親会終了後は、ホテル最上階のスカイラウンジで、少し

リッチな気分に浸りながらの二次会で、しばしの間、目の前
の飲み物のグラスに口をつける暇もないくらい、おしゃべりが
続きました。23時頃に記念写真を撮影して、二次会をお開
きにしました。

現在、鹿児島県内には12名の滋賀医科大学卒業生が
活躍中です。当日は9名の先生方が出席されました。
講演会場で出席者全員で撮影した写真、左から吉井理
一郎先生（医29期生）、河野史代先生（医7期生）、小森
園康 二先生（医7期生）、中野静雄先生（医3期生）、西尾
善彦教授（医5期生）、田畑富士男先生（医1期生）、迫田
悟（医1期生）、木建直哉先生（医8期生）、牧優子先生（医
17期生）です。
今回の鹿児島支部会は、武田薬品工業株式会社との共
同開催にいたしました。各先生方への連絡、会場の手配、会
場運営の援助などを快く引き受けてくださって大変感謝し
ています。やはり、二次会は鹿児島随一の繁華街である天
文館で開催する方がよかったかな、と少し反省しながら、西
南戦争で政府軍と戦った西郷隆盛の終焉の地、城山を後
にしました。

鹿児島支部会の開催 愛甲医院　理事長　迫田　悟（医1期生）

■支部会 鹿児島支部会 
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私が大津から北海道にやっ
てきたのは2010年10月だ。奥
尻島の奥尻町国保病院で究
極の僻地医療、つまり離島医
療を実現するために。北海道
奥尻島、それは道南に位置し、

江差追分で有名な江差町沖の日本海に浮かぶ絶海の
孤島だ。交通手段は二つ、一つは函館空港から空路で
青苗地区にある奥尻空港へ向かう、もう一つは海路、江
差港または夏限定だが瀬棚港からフェリーで奥尻地区
奥尻港に至る。因に、関西から空路で向かうには途中1
泊しなければならない、まるで海外旅行だ。空路は1日1
便、海路は1日2便あるが、冬になるとしばしば両方とも
塞がれてしまう。2、3日欠航が続くことはざらにある。島
に1カ所のセイコーマートから、あっという間に食パンが
消えて、牛乳が消えて、ヨーグ
ルトも消えてしまう。食パンを
有事に備えて冷凍するように
なったのは島民から学んだ知
恵だ。輸血も届かないので、
緊急の場合は生血を採取し
て使うなんてこともある。なん
で好き好んでこんな島に？と
思うだろう。住めば都とはよく

言ったもので、存外と居心地が良い。ベ
ストシーズンはなんと言っても、ウニの
季節であろう。同時に天然物のアワビも
ありだ。ウニは7月頃が良い。うっかりお

盆の頃などに行くと漁期が終わってしまっている。アワビ
などは、先生、私もぐって来たわ、と言って、五つ六つの
大きな天然物を新聞紙にくるんで持ってくる強者ナー
スがいたりする。そうそう、新聞紙で思い出したが、朝刊
が来るのがお昼頃に着くフェリー便だ。時化が続けば、
届いた時点で資源ゴミ。つい、そんなことを口走ってしま
い、住民からひんしゅくをかったことがある。冬はまた閉
ざされた感じが良い。オジロワシやオオワシが道端の電
信柱にとまっていたりするのである。時折、海面へ向かっ
て飛び立つ姿が、なんとも格好が良い。島とはいえ、ここ
は北海道、ウインタースポーツもある。町営スキー場は
病院から徒歩5分、ナイターもやっているので仕事が終
わってから一滑り。といっても、3、4回ターンするとすぐ下
まで降りてしまうのだが。もちろんスノボもOK。
こんな島を後にすることになった。2011年9月のこと

だ。意外に思うだろうが、僻
地医療に従事している医者
は、志が高い訳ではない。そ
れを、内地からの流れ者医者
と、私は呼んでいたが、高い
給料と、楽な勤務条件だけを
要求して居座っている不届き
ものの医者が結構いる。さっさ
と首にも出来ないらしい。公務

北海道医療巡業の旅
天塩町立国民健康保健病院　竹下　和良（医6期生）

冬の奥尻町国民健康保険病院
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員の身分だからだそうだ。そんなこんなで、理想とする
僻地医療を実現すべき新天地として、天塩町立国保病
院にやってきた。天塩町は道北、北海道最北端の稚内
から少し南の日本海沿いに位置する町である。北緯45
度線にほど近い。島と違って陸上交通は24時間365日
OKでは、などと思われては困る。夏はその通りだが、冬
ともなると豹変する。雪が下から吹いてくるのだ。吹雪の
中の運転を初めて経験したが、ほんの2、3メートル先し
か見えないのである。しかも道路の所々に吹き溜りが出
来ていて、突っ込むと車が埋まってしまう。吹雪は数日
続くこともざらにあり、やたらと町内で起きた交通事故の
患者が救急車で運び込まれるし、他所へ救急搬送しよ
うにも国道が閉鎖されていたりする。無論、ドクターヘリ
など飛べるはずもない。天気さえ良ければ、冬の国道は
夏よりむしろ速く走れたりするのだが、それは速度違反
の取り締まりをやってないからだ、と思うがあくまでもこれ
は自己責任。北海道の本土というか、離島でない所とい
う意味だが、やはり雄大だ。何十キロと走っても車に会

わないことすらある。住んでいる人よりも牛の方がずっと
多い町で、子供たちも素朴で、あまりいじめ問題などもな
いらしい。都会で子供たちがいじめにあって悩んでいるな
ら、家族をつれて北海道の僻地医療に携わるのも良い
解決策かもしれない。
と言ってみてはいるが、ここにも、不届きもの流れ者
医者あり、次の新天地を求めて行くことになった。何度も
ころころ異動していては、君こそ不届きもの流れ者医者
じゃないのかと云われてしまいそうだが、そこはそうでは
ないのでご理解いただきたい。もっとも、他人様に理解し
ていただく筋合いのものでもないのだが。いずれ私が希
求する僻地医療について論じてみたいとも思うが、これ
はまた別の機会に。次は、日高地方のある病院へ行って
みようと思う。日高地方は太平洋側に位置する、冬も積
雪が少なく気候温暖な所だそうだ。サラブレッドの産地
で有名だ。いつしか理想の僻地医療実現を夢見て、北
海道医療巡業の旅は続くのである。あるいは終着点かも
しれない。また機会があればレポートしてみたいと思う。

原野に続く道路



Coto Tsushin

k o i k a i

2012.10.1 page13

本年4月にこの大学に着任しました。主な担当分野

は腎臓内科で腎臓病・腎不全診療のほか、移植外科

があって腎臓移植へのサポートも守備範囲です。腎臓

内科の業務以外に、漢方内科も開設して兼任してい

ます。こちらの方は、患者さんを全人的に診て柔軟に

対応し、また心身の不調に対して漢方治療を取り入れ

ることによってクオリティー・オブ・ライフの向上をはか

りますとうたっておりまして、不定愁訴の患者さんなど

も多く、いわば総合診療です。腎臓内科診療と漢方内

科診療は、かたや標準的治療による臓器保護と、もう

一方は個を重視した心身の調和という面で、互いに対

極にある診療内容かも知れませんが、医療者にとって

はバランスの良い二足のわらじのように思います。

3年前までの5年間は、静岡県立大学薬学部教授とし

て腎疾患病態の基礎研究をしながら、薬学生に病気の

講義を担当していました。医療としては外来診療主体

でしたが、その後、医療人の養成は教室よりもベッドサイ

ドがふさわしいと考え、3年間、市立島田市民病院で入

院診療と急性期医療の再修練をはかり、この春の異動

に至りました。国際医療福祉大学は、看護・薬学・リハビ

リ・ソーシャルワーカーなどの医療福祉系

の総合大学で、皆様ご存知のように医学

部の設置も準備中です。熱海病院は臨床

研修病院でもあり、チーム医療の中で若

手医療人の養成に貢献していきたいと思

います。

熱海は海から熱い湯が湧き出ていたこ

とから呼ばれるようになった地名ですが、

関東圏の保養地として利便性がありま

す。マリンスポーツもさかんで、冬は温暖

なため、週末や夏期・冬期の休暇中は、

行楽客や別荘持ちの人々で多くの人が訪

れます。私自身も大分県の別府市生まれ

で、この世に生を受けて以来、温泉になじんでいます。

自宅は静岡市のため、新幹線通勤をしながらオンコール

の平日は、格安料金で温泉宿に泊まっています。宿泊し

ない日でも、温泉につかって帰ることもあり、私の「帰りに

ちょっと一杯」は温泉のことになります。温泉の効用の1

つとして、夕食後に入浴すると、その後は書類作成など

残り仕事のことはどうでもよくなって、明日があるさという

ことで、すぐに眠りにつくことにあります。温泉マニアとし

てはずせないのは源泉掛け流しという条件ですが、当

地にお寄りの節は、温泉コンシェルジュとして私にお問い

合わせください(e-mail: takaono@clear.ocn.ne.jp)。

病院は相模湾に面した丘の中途にありますので、海が

目の前で、さらに初島が浮かんでいます。この情景を観

ると、琵琶湖に浮かんだ竹生島が思い出されます。満月

が海上に昇るときは殊さらで、謡曲 竹生島の「緑樹、影

沈んで、魚、木に上る景色あり。月、海上に浮かんでは、

兎も波を走るか。面白の浦の景色や。」の一節を口ずさ

んで、淡海を懐かしんでおります。写真は月が海面に浮

かんだ夕暮れの初島、手前は遊覧船です。

月と初島

熱海にて淡海を憶う
国際医療福祉大学熱海病院　腎臓内科・漢方内科 教授

小野　孝彦（医2期生）
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滋賀医大を卒業して、早2年が過ぎました。現在は大阪

の大学病院でGICUのNsとして勤務しています。交流会に

は今年で2回目の参加でした。毎年後輩に会う度「学生の

間にもっと遊んでおけば良かった」と思います。働き出すと、

なかなかゆっくり出来ませんね。

さて、交流会に参加してまず感じたのは、先輩方のお話

の興味深さです。学生の頃は、仕事とプライベートの両立や

国試対策など目先のことに耳を傾けがちでしたが、働き出

してからは自分の病院や病棟・職種以外の話を聴くと、大

学生時代にあって、仕事を始めて少なくなるモノのひと

つに“友人との語らいの時間”があると思います。職場の

同僚はあくまでも知人であり、友人となりえる方は多くはあ

りません。

看護を仕事とすると、学生時代に煩わしかった多くのこと

が愛おしく思えてきます。業務の中でたくさんの対象者とそ

の家族と関わること、スタッフの中で“ 看護”の代弁者とな

ること、本当に難しく常に疑問や障壁が現れます。その時に

第12回交流会代表を務めさせていただきました、田

村明音です。私自身、今回初めて交流会に参加させて

いただいたのですが、今回代表として関わらせていただ

いたことで、滋賀医科大学看護学科のつながりの尊さを

深く感じました。

当日の交流はもちろん、ご参加の依頼をした際にも、

ご出欠の有無に関わらず皆さん大変親身にお返事を下

り、とても温かい気持ちになりました。また、ご参加いただ

きな刺激となります。私には「湖西で訪問看護師をする」夢

がありますが、その為の情報交換や経験談を直に聴くことの

できる、最高の機会を頂けました。学生さんの進路選びは、

選択肢も広く、大変だと思いますが、ぜひ実習での学びや

興味が沸いたことをきっかけとして、様々な先輩の話を参考

に、自分の将来像を描いてほしいと思います。間違った道は

ないはず、どんな経験も必ず糧となります。最後になりました

が、企画・運営をして下さった実行委委員の皆さん、貴重な

お話をして下さった先輩方、そして先生方、有難うございま

した。

是非同級生を思い出して下さい。2年間の実習で自分よりも

“私”のキャラクターを熟知している友人達と自分の現状や

思いを話し合えば必ず光明が射すはずです。交流会に参

加させていただき、在学生の方のフレッシュパワーをいただ

くと共に、そのことを強く実感しました。久方ぶりに友人や素

敵な先輩方そして先生方にお逢いし、在学生の方よりも私

自身実り多い時間となりました。古巣に戻ることで、新しく飛

立つ力を貰うのだと思います。本当に素敵な会をありがとう

ございました。

いた卒業生の方々は、交流会のために勤務時間の調整

をして下さった方ばかりで、交流会を無事開催できるの

は本当に有り難いことであることを実感しました。

交流会を通して、今後の進路のことだけでなく、現在

の学生生活の過ごし方についても深く考える機会となり

ました。また、笑顔でお話をされる先輩方を見て、「自分

も将来こんな風に働きたい」と強く思いました。

最後になりましたが、開催に先立ち多大なるご支援を

いただいた卒業生の方々、先生方、学生課の皆様、そし

て「湖医会」の皆様方に深くお礼申し上げます。

■第12回 看護学科交流懇談会 （H24. 3.10）

関西医科大学附属枚方病院　GICU　看護師
河村　　翼（看13期生）

滋賀医科大学附属病院6A　助産師

護法　亜葵（看13期生）

看護学科4年
田村　明音
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創立30周年記念事業の一環で学生活動支援事業として、各
クラブに要望のあった設備品を寄贈しました。クラブからはそ
の利用状況とともに現在の活動の様子が寄せられました。

クラブへの寄贈物品
クラブ名 品　　　　　名 数量

軽音楽部
コンピューター部

管弦楽団

茶道部
遊書会
アカペラサークル

バドミントン部

硬式庭球部

サッカー部

ハンドボール部
スキー部
ラグビー部
バスケットボール部
陸上部
剣道部
バレーボール部

準硬式野球部

ヨット部
水泳部
端艇部
ワンダーフォーゲル部
ソフトボール部
柔道部

ゴルフ部

合気道部
空手道部
卓球部

シンセサイザー（キーボード）
ドキュメントスキャナ
CD/MDチューナーアンプシステム
パーソナルオーディオシステム
スタンドミラー
茶道具一式
陶器梅皿
ボイスレコーダー
Card Bus用無線子機
ビデオカメラ
バドミントン用支柱
2ガロンジャグスタッカー
硬式テニスネット
カラーベンチ
オールアルミレーキ
ソリッドステートランタンチューリップ
ビデオバッテリー
パワーベンチ
レッグプレス台
ハードパワーラック
マルチステーションジム
C型シャフト
織刺防具3点セット
6人制バレーボールネット
バレーボール
投手用防球ネット
バットケース
コートブラシ
ジブセール
470級ブーム（学連用）
かんたんテント
COXBOX  4＋用
ステラリッジテント
登山用GPS eTrex 20
防球フェンス
体組成計
ゴルフネット
スタンスマット
アイアンマット
名札掛け/3段　120枚
柔道投げ込みマット
デジタルビデオカメラ
卓球台

1
1
1
1
2
1
3
2
1
1
2
3
2
1
3
2
1
1
1
1
1
1
4
1
5
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1

創立記念事業による課外活動支援の一環として、我々軽
音楽部はシンセサイザーを導入して頂きました。今まではＯ
Ｂの方から私物のキーボードを貸し出して頂いて、なんとか練
習やライブを行っておりました。高額な楽器であるためなかな
か購入することが出来ず長年打開策が見いだせない中、今
回の「湖医会」からのご支援によりやっと導入することが出来
ました。初めて部活内で自由に使用出来るシンセサイザーを
持てたことで、今後の学外での演奏にもキーボードが使用で
きるようになると同時に、使用できる音色がさらに増えたこと
により、以前より格段に表現の幅や活動範囲が広がることと
思います。先日行われた７月ライブでも早速シンセサイザー
が大活躍し、演奏方法のバリエーションがより一層豊富にな
りライブ全体が大変良いものになりました。それ一台でバンド
全体がとても華やかになる楽器ですので、これからも重宝す
ることは間違いないでしょう。キーボードを使用する部員のモ
チベーション向上にもなり、結果的に軽音部全体の底上げに
なる画期的な機材と成り得ると思います。
今回の記念品事業によるお力添えに、部員一同心より厚く

御礼申し上げます。

学生活動
支援事業

課外活動団体へ
設備品の助成

塚本　紗千●軽音楽部
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アカペラサークルでは、現在、1回生から、5回生まで60人
近い部員がそれぞれバンドを組んで活動しています。具体的
には、主にCMCで、お昼休み等を利用して、それぞれの歌を、
バンド毎に練習しています。
今回、寄付していただきました、ボイスレコーダーは、CMC

で部員が練習に使っています。自分たちの声をいい音質で録
音して聞くことができるので、充実した練習ができています。
発表の場は主に若鮎祭ですが、その他にも、学内でライブ

を企画したり、学外のライブに出演したり、学内外からの依頼
で歌を歌ったりしています。また、昨年度は、テレビ番組「ハモ
ネプ」に出演して、決勝まで勝ち進んだバンドもありました。
アカペラは、仲間さえあつまれば、自分たちの声だけで歌を
演奏できる、とても魅力的な活動です。これからも部員一同

更に活発に楽しく活
動していきたいと思
います。

私たち管弦楽団は年2
回の定期演奏会を大きな
目標として、日々の練習に
励んでいます。他にも施設
の訪問演奏を行ったり、入

学式や卒業式をはじめとした学内行事・学内の先生方主催の
学会などでも演奏の機会をいただいたりといった活動をさせてい
ただいております。
さて、この度私たちは「湖医会」様より大型スタンドミラーとコン
ポを援助いただきました。これらを用いて自分の演奏姿をチェッ
クしたり、音源を聴いて勉強したりと、日々の練習に大いに活用
させていただき、今までよりも一層充実した練習をすることがで
きるようになりました。団員一同感謝の気持ちでいっぱいです。
同窓のたくさんの先輩方のご助力によ

り私たちが充実した環境の中で活動させ
ていただけることを忘れず、これからも精
進していきたいと思います。
「湖医会」がますます充実していかれる
ことを団員一同お祈りいたしております。
この度は本当にありがとうございました。

このたびはバドミントン部にビ
デオカメラと支柱を寄贈してい
ただきありがとうございます。
以前の支柱は大変古い物

で、ネジも錆び付いていました
のでネットを張る際には苦労していました。特に、力の弱い女子
は二人がかりで使用していたほどでした。しかし新しくいただい
た支柱は紐を引っ張るだけですので、皆が楽に使用でき重宝し
ています。
また、ビデオカメラは今までに二台あったのですが、大会の際

会場が分かれるとどうしてももう一台必要なことが多かったの
で、今大会でも試合のフィードバックに使用しました。特にダブル
スでは選手同士の連携が非常に大切ですので、配球や動きを
確認するのにビデオカメラは役立ちます。基本的にはビデオカメ
ラの使用は自由としていますので、普段の練習では各部員がそ
れぞれ意図した目的で、自主的にフォームチェックに使ったり、
試合の際の配球や戦術を確認するために使用しています。
寄贈していただきました物品はいずれも、部員の能力アップと
部活の運営に大変役立っております。部員一同本当に感謝して
おります。

伊藤　史織●アカペラサークル●管弦楽団

傍島　宏貴●バドミントン部

神谷　梓
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大槻　晋士●陸上部

水泳部は西
医体、西コメに
向けて、6月中
旬から週3日の
練習を行ってき
ました。昨年10
月末から続く週
3日の自主練習もあり、夏は毎日泳ぐ人も大勢います。その
結果、多くの部員が個人種目でベストタイムを更新し、表彰
された部員もいました。また、リレーでは惜しくもメダルには
届きませんでしたが、男女ともに大変いい結果を残すことが
できました。大会は広島県福山市で行われましたが、多くの
OBの方が応援に来てくださり、部員たちはより一層気合い
が入り、盛り上がりました。
先日、「湖医会」30周年記念事業寄贈の品でテントを頂

きました。8月末日に他大学の水泳部を招いて行う大会で
早速使用させて頂きました。屋外の大会などで利用させて
頂きたいと思います。ありがとうございました。

この度は、「湖医会」の皆
様のご厚意により、ヨット用
品をご寄贈いただきました。
中々、部員のみでは購入

することができない高価なも
のをご購入いただきました。

本当にありがとうございました。現在、9月より活動を再開いた
しまして、早速使用させていただいております。いずれのご寄
贈いただきました品物も安全に活動する上で必要不可欠で
あり、非常に重用させていただいております。
去年の第63回西日本医科学生体育大会においては、470

級において11年ぶりの優勝をはたしまして、部も非常に良い
雰囲気で活動させていただいております。「湖医会」の皆様の
ご厚意に心より感謝いたしまして、来年度の西医体、またイン
カレにおいてよりよい結果を出せるよう活動に励んでまいりた
いと思っております。
最後になりましたが、この度は、ご寄贈くださいまして本当に

ありがとうございました。

この度は「湖医会」の創設30周年という
節目を迎えるにあたり、課外活動団体へ多
大な援助をしていただきありがとうございま
した。今回ではトレーニングルームの更なる
充実を求めて、各クラブで話し合った上で共
同で設備の強化をお願いすることになりまし
た。その結果、以前ではもの足りないと感じていた部分を補
えるような新しいトレーニング機器を複数いれていただき、
一層の充実を図ることができました。現在それらの新しい機
器を迎えて、それぞれに利用をさせていただいております。ト

レーニングルームの利用者は、部活に限ら
ず個人的な目的の方から一部の先生まで幅
広くおられますが、これを機にそれぞれの目
標に近づけるように、ますますトレーニングに
励んでまいりたいと思います。
改装の機会としてはまたとないものであっ

たので、この計画が実現して本当に良かったと感じていま
す。末尾にはなりましたが、この場をお借りして今回のトレー
ニングルームの改装に尽力してくださった「湖医会」の方々
に代表として御礼申し上げます。

渡辺満梨奈●水泳部成田　雄亮●ヨット部
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現在滋賀医科大学ソフトボール部は19人で活動しており
ます。大津市ソフトボール協会の大津リーグ1部に所属し、夏
には西日本医科交流ソフトボール大会、春には九州山口医
科学生体育大会に参加しております。一人一人が上達して
自分自身の最大限の力を発揮できるよう、楽しく、男女仲良
く、また一生懸命に練習しております。
私たちは週2回、水曜日と土曜日に練習しております。以前

と違い、練習時間も長くなり、また基礎練習が増えました。基
礎練習には体力的にきついものも多くありますが、誰一人逃げ
ることなく一生懸命取り組んでいます。
「湖医会」から寄贈していただきました防球ネットは、その
基礎練習に欠かせない存在となっております。守備の基礎
練習であるノックを行う際、ボール拾いの時間を短縮して効
率よく練習するためには後ろにネットが必要です。この度寄
贈していただいた防球ネットには車輪がついており、各守備
位置に動かして使うことができ、以前より練習がしやすくなり
ました。「湖医会」には本当に感謝しております。
今後も滋賀医科大学ソフトボール部は、一人一人が上達

できるよう、そして多くの試合で勝利を挙げられるよう全力
で練習に励んでいきたいと思います。どうか今後とも滋賀医
科大学ソフトボール部をよろしくお願い致します。

ワンダーフォーゲル部では愛宕山や比良山などの都市近
郊の山にハイキング行ったり、信州の日本アルプスや八ヶ岳
に登山しに行くなど「山に登る」ことを活動目的としておりま
す。特に大会があるわけでもなく週に一度活動をしなければ
ならないという縛りはないのですが、学期始めに半期分の大
まかな計画を提示してそれに沿って活動していますので実
質2，3週に一回のペースで活動を行っております。この緩さ

故かワンダー
フォーゲル部
員には兼部の
方が多く、最
近では女性や
看護科の方の
入部が多くな

り総部員数も徐々に増加傾向にあり嬉しい限りです。「湖医
会」より寄贈していただきましたGPSと6人用の登山テントで
すが、6人用テントはまだ機会が無いため使用していません
がGPSの方は有効に活用させて頂いております。ただGPS
ののみに頼るのではなく地図とGPSを併用することで位置
把握をより的確、迅速に行うことができます。山での事故は
いくら注意してもし過ぎるということはありません、今後もワン
ダーフォーゲル部は無事故をモットーに活動を続けていきた
いと思いますのでどうかよろしくお願いします。

真田　悠希塩原　正規 ●ソフトボール部●ワンダーフォーゲル部
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この度は、「湖医会」30周
年記念に当たって、各部への
物品の補助をして頂き誠にあ
りがとうございました。厚く御
礼申し上げます。
私たち合気道部には投げ込

みマットと、名札掛けを購入して頂きました。
新入生等初心者が慣れないうちに受身を畳で練習し続ける

と、痛みを避けるために無意識に受身に癖がつくことがあります。
初心者の合気道は基本的に型稽古ですので、見た目の受身の
美しさも重要な要素の一つです。投げ込みマットは単純に受身
の際の痛みを軽減してくれるだけでなく、そのような変な癖がつ
くことを防いでくれます。以前使用していたものが破れて使えな
くなったため、非常に重宝しています。
名札掛けはOBOGさん方を含む初段以上の歴代部員の名前

を掛けました。常に練習場に段位をもつ先輩方の影があること
は、現役部員の励みになっています。また、その名札掛けに名前
を連ねるということが、部員の可視化できる目標の一つとなりま
した。これからも合気道部を宜しくお願い致します。

空手道部は、現在部員は
13名、活動日時は火曜日、木
曜日、金曜日の18時から20時
です。部員は初心者が大半
で、その場の突き蹴りや移動
の突き蹴りといった基本的な

動作を重点的に行い、その後、組手や形の練習を行っています。
大きな大会は春と秋に関西医科学生空手道選手権大会が

あり、夏には西日本医科学生総合体育大会の3回です。また、
昇給審査は年3回あります。
部員の目標は、組手や形の試合で勝つことであったり、初段を

とることであったりと各々違いますが、それぞれ目指している目
標に向かって日々練習を積んでいます。
空手道において重要なことの一つとして体の軸、正中線を倒

さないということがあり、動きの中で自分の正中線が崩れてない
かを確認することは難しいのですが、このたび「湖医会」の皆様
にビデオカメラを購入していただき、自分の動きの中で正中線が
どのような状態であるのかを容易に確認できるようになり、部員
の空手道の技術の向上に活用させていただいております。
このような物品を購入していただき部員一同、大変感謝して
おります。今後ともご支援の程、よろしくお願いします。

OB・OGの先生方、いつもご支援いただきありがとうございま
す。私たち卓球部は月曜、木曜、日曜日の週3回体育館で練習
しています。また学園祭などの行事はみんなで楽しく和気あいあ
いと取り組む一方、卓球ではそれぞれのペースで集中して練習
しています。
今年は新入生が4人入部してくれ、現在男子18人、女子11

人の計29人で活動しています。人数が増えて練習にますます
活気が出てきましたが、卓球台が足りないことがしばしばありま
した。今回「湖医会」から卓球台を寄贈していただき、より充実

した練習をすることが出来るようにな
り、大変うれしく思っています。今年
の春期近畿医科学生卓球大会では
男子ダブルスベスト8、女子シングル
スベスト16などの成績をおさめること

が出来ました。ただ団体戦では思うような結果が残せませんで
したので、今後はより充実した練習環境を生かして、団体戦・個
人戦ともに高い目標を持って練習に励み、良い結果が残せるよ
うに頑張りたいと思います。これからも応援よろしくお願いします。

北岸弥寿朗山中　千尋

田村　亮太

●空手道部●合気道部

●卓球部
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場所／滋賀医科大学臨床講義棟第1講義室

1．2011年度事業報告
2．2011年度決算
3．会計年度の変更

4．2012年度事業計画
5．2012年度予算
6．規程の改正

議題

※多数のご出席をお待ちしております。ご欠席の場合は、委任状の提出にご協力ください。

琵琶湖プライマリケア･リフレッシャーコース開催のご案内
（プライマリケア医の生涯学習促進を目的とした実用的なセミナーです。）

テーマ……プライマリケアにおける排尿障害（頻尿･尿失禁・排尿困難）の管理
講　師……荒木　勇雄先生（滋賀医科大学泌尿器科学講座准教授）
日　時……平成24年12月2日（日）午前9時55分～午後4時30分まで（受付開始／午前9時30分）

場　所……ピアザ淡海会議室 大津市におの浜1丁目1番20号　Tel: 077-527-3315
参加費……医師…10,000円 ／研修医（初期）…1,000円（昼食代を含みます。当日現金でお支払いください。）

申込み先…滋賀医科大学学生課学生企画係（小原）
　　　　　E-mail: gkensyu@belle.shiga-med.ac.jp
　　　　　Tel:077-548-2068　Fax:077-548-2799

申込み締め切り…平成24年11月22日（木）

＊講師への事前の質問を歓迎します。上記申込先へご連絡ください。
＊本企画は日本医師会生涯教育制度指定講習会（5単位）に認定されています。
　（CC 1・2・5・8・15・64・65・66・67・80）
主催／滋賀医科大学琵琶湖プライマリケア・リフレッシャーコース事務局
詳細及び応募方法については、滋賀医科大学ホームページをご覧ください。
（URL: http://www.shiga-med.ac.jp/oshirase/121202.html）

■事務局から


	1.pdf
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20

